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三郷議会だより　第219号

普　　通　　会　　計準公営企業会計・その他事業会計

公 営 企 業 会 計

財政健全度からわかる財政状況 平成27年度決算の主な事業平成27年度決算の主な事業

※その他…財産収入・地方譲与税・
 　　　　  配当割交付金・手数料など

普通会計とは…一般会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・し尿浄化槽管理特別会計・
　　　　　　　勢野北部用地整理事業特別会計の４会計の合計です。　     

積立金 4.5％

歳　出
 ７３億３６６２万２０００円

人件費
20.6％

扶助費
19.0％

物件費
18.7％

 会　計　区　分 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額

 下 水 道 事 業 7億6666万8758円 7億6649万6039円 17万2719円

 国民健康保険 29億 312万1242円 28億5063万7336円 5248万3906円

 介護保険事業 17億5839万7940円 17億5602万1544円 237万6396円

 後期高齢者医療 2億9693万  105円 2億9637万2605円 55万7500円

 合　　　　　計 57億2511万8045円 56億6952万7524円  5559万 521円

 三　　郷　　町 ― ― 0.0 3.5

 早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

 財政再生基準 20.0 30.0 35.0 

三郷町の財政健全化判断比率（平成２7年度）

  収入 6億2570万4524円

  支出 5億6830万6995円

 
水 道 事 業

 収入 2億7593万5680円

  支出 4億3045万 444円

繰出金
14.0％

補助費等
9.4％

公債費
7.5％

普通建設事業費
5.8％

維持補修費
0.5％

歳　入
７８億８８７０万２０００円

地方交付税
29.9％

町税
27.3％

繰越金
4.1％
町債
4.9％

国庫支出金
11.6％

県支出金
6.4％

繰入金 1.7％
分担金負担金　1.5％

その他　3.2％
使用料
3.2％

諸収入
2.1％

地方消費税
交付金
4.1％

平成28年第3回平成28年第3回

9月6日～16日
（11日間）
9月6日～16日
（11日間）

9月定例会9月定例会

4633万円4633万円6727万3000円6727万3000円 新給食センター用備品購入新給食センター用備品購入
新給食センターで使用する
給食調理用備品等を購入しました
新給食センターで使用する
給食調理用備品等を購入しました

町道立野34号線道路改良工事町道立野34号線道路改良工事
神前橋通りの改良工事を実施しました神前橋通りの改良工事を実施しました

収益的
（税抜）

資本的
（税込）

純利益
5739万7529円

―1億5451万4764円
※不足額は、消費税資本的収支
調整額・繰越工事資金・損益
勘定留保資金で補塡

（単位：％）
　平成27年度決算に基づく三郷町の
財政健全化判断比率については、実質
赤字比率・連結実質赤字比率は、黒字
決算のため算出されませんでした。
　また、左表のとおり、実質公債費比
率は0.0％で前年度（1.8％）に比べ
低くなり、将来負担比率については、
財政規模に対する将来町が支払う借入
金返済額などの割合は3.5％となりま
した。

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

73億73億 3662万2000円3662万2000円73億73億決算決算 3662万2000円3662万2000円
平成27年度 普通会計平成27年度 普通会計 認定
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三郷議会だより　第219号

　掲載しております一般質問は、
通告書による質問に対して１回
目の回答の要旨を掲載していま
す。再質問やそれらに係る回答、
また掲載以外の質問等について
は、会議録に詳しく掲載してお
ります。
　会議録は議会事務局、町立図
書館で閲覧できますが、発行時
期等詳しくは議会事務局にお問
い合わせください。

消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
総
出
火
件
数
の
う
ち
約
６
割
が

電
気
に
起
因
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
規
模
地
震
時
の
電

気
火
災
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
内
閣

府
、
消
防
庁
、
経
済
産
業
省
が
連
携
し
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
効
果
的
で
あ
る
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
分
電

盤
（
内
蔵
型
）
タ
イ
プ
、
分
電
盤
（
後
付

型
）
タ
イ
プ
、
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
、
電

気
を
遮
断
す
る
簡
易
タ
イ
プ
の
４
種
類
が

あ
り
、
高
価
で
電
気
工
事
を
要
す
る
タ
イ

プ
か
ら
、
安
価
で
ユ
ー
ザ
ー
自
ら
取
り
付

け
可
能
な
物
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短

で
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
県
内
で
も
三
宅
町
が
コ
ン
セ
ン

ト
タ
イ
プ
を
除
く
３
種
類
に
対
し
て

３
０
０
０
円
か
ら
３
万
円
の
補
助
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
な
認
知

度
が
低
い
と
考
え
る
た
め
、
ま
ず
は
町
民

の
皆
様
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
推
奨
を

啓
発
し
つ
つ
、
普
及
推
進
の
方
策
を
研
究

す
る
と
共
に
導
入
自
治
体
の
効
果
や
導
入

予
定
の
自
治
体
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

警
察
庁
が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
活
用
を
推
奨
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
一
般
車
両
に
搭
載
し
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

営
業
用
車
両
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
車
両
な
ど

に
は
、
全
て
の
車
両
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、
一

定
区
間
を
縦
横
無
尽
に
走
行
す
る
タ
ク

シ
ー
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
画
さ

れ
た
画
像
を
警
察
に
提
供
し
、
早
期
の
解

決
に
役
立
て
る
と
共
に
、
事
件
や
事
故
を

未
然
に
抑
制
す
る
効
果
も
期
待
し
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
も
全
国
的
に
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
町
内
各
所
を
運
行
し
て
い
る

予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
業
務
を
受
託

し
て
い
る
事
業
所
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答

を
得
ま
し
た
の
で
、
一
日
も
早
く
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用
に
よ
る
犯
罪
・
交

通
事
故
防
止
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

A

A

「感震ブレーカー設置費用」補助は出来ないか？
導入自治体の効果等を注視しながら検討してまいります

地震発生時に家庭内の電気製品が押し潰されたり、損傷した配
線に停電後、電気が復旧した際、ショート加熱発火する通電火
災が発生する危険がある。阪神淡路大震災、東日本大震災のい
ずれも火災の中で60％以上が電気が原因となっている。防災、
減災のためブレーカー自動遮断装置が今、注目され、全国の自
治体で設置に助成を実施している。当町でも考えられないか。

ドライブレコーダーを利用した安心安全のまちづくりについて

協定を締結したいと考えます

昨年来、防犯カメラの条例の制定や補助要綱の策定、今年度は、通学路への設置予算を組み入れた。
固定化された防犯カメラには、死角があるが、かと言って乱立することも好ましくない。
亀岡市では、市内で運行するタクシー事業者などと協定を結び、ドライブレコーダーを活用した
安全確保の取り組みをしている。本町で走っている乗り合いタクシーなどの活用も考えられるが、
町の考えは？

Q

Q
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５
月
８
日
に
実
施
し
ま
し
た
町
制

施
行
50
周
年
記
念
式
典
に
は
、
招

待
者
を
含
め
総
勢
５
５
２
名
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
総
勢
４
９
０
名
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
奈
良
県
が
主
催
す
る
「
ム

ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
」
と
の
連
携
企
画

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
、
三
郷
町
音
楽
祭

６
０
７
名
、
風
音
祭
in
龍
田
大
社
４
８
０

名
、
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
の
公
開
収

録
に
つ
い
て
は
、
町
内
外
か
ら
２
９
９
５

名
も
の
観
覧
の
応
募
が
あ
り
、
入
場
者
を

抽
選
で
決
定
す
る
ほ
ど
の
反
響
ぶ
り
で
総

勢
３
９
２
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
未
来
へ
の
手
紙
、

こ
れ
か
ら
の
三
郷
コ
ン
テ
ス
ト
を
初
め
、

９
月
22
日
に
は
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
の
ゆ
う

ド
キ
ッ
！
の
公
開
生
放
送
、
10
月
に
は
、

体
育
祭
、
文
化
祭
、
渡
御
祭
な
ど
最
終
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
後
半
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

警
察
庁
が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
活
用
を
推
奨
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
一
般
車
両
に
搭
載
し
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い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

営
業
用
車
両
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
車
両
な
ど

に
は
、
全
て
の
車
両
に
搭
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て
い
る

と
も
言
わ
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て
い
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
が
発
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に
、
一
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区
間
を
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に
走
行
す
る
タ
ク

シ
ー
の
ド
ラ
イ
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レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
画
さ

れ
た
画
像
を
警
察
に
提
供
し
、
早
期
の
解

決
に
役
立
て
る
と
共
に
、
事
件
や
事
故
を

未
然
に
抑
制
す
る
効
果
も
期
待
し
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
も
全
国
的
に
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
町
内
各
所
を
運
行
し
て
い
る

予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
業
務
を
受
託

し
て
い
る
事
業
所
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答

を
得
ま
し
た
の
で
、
一
日
も
早
く
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用
に
よ
る
犯
罪
・
交

通
事
故
防
止
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

平
成
28
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

そ
の
他
の
一
般
質
問

A

町制施行50周年記念事業の状況について

後半も、これまで以上に楽しんでいただけるよう取り組んでまいります。

本年５月８日、町制施行５０周年記念式典が実施されてから記念事業各イベントも上半期が９月
で終了する。多くの町民が参加し盛り上がっているが、前半を振り返りながら下半期へ向かって
の町の意気込みは？

Q

☆
中
学
校
校
舎
建
替
え
に
向
け
て

　

—

仮
設
校
舎—

☆
買
い
物
弱
者
へ
の
新
た
な
対
策
を

☆
第
４
土
曜
日
の
午
後
も
保
育
の
実

施
を

☆
「
子
ど
も
食
堂
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

☆
中
学
校
の
部
活
動
の
適
切
な
休
養

日
の
あ
り
方
に
つ
い
て

☆
中
学
校
仮
設
校
舎
建
設
予
定
の
奈

良
学
園
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
土
砂

災
害
警
戒
区
域
、
生
徒
の
避
難
方

策
は
？

☆
水
道
事
業
基
本
計
画
の
実
施
に
は

一
般
会
計
と
の
間
で
の
負
担
調
整

が
不
可
欠

☆
今
後
の
町
財
政
運
営
の
見
通
し

は
？

☆
「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
」
へ
の
補
助
は

出
来
な
い
か
？

☆
民
泊
に
つ
い
て

☆
災
害
・
周
辺
事
態
に
お
け
る
情
報

収
集
に
つ
い
て

☆
離
婚
後
の
療
育
費
支
払
の
履
行
確

保
の
た
め
に　

三郷町制施行50周年記念式典 風音祭 in 龍田大社



常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

プラスチック製容器 レジ袋

ペットボトルのラベル

プラスチック類
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三郷議会だより　第219号

総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会

▶開会日
　平成28年9月13日（火）　
　　午前9時30分～

同
意
第
１
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

太
田　

洋
士

住　
　

所　

三
郷
町
美
松
ケ
丘
西
１
丁

　
　
　
　
　

目
４
番
20
号

生
年
月
日　

昭
和
28
年
８
月
19
日

諮
問
第
３
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
適
任
）

氏　
　

名　

中
田　

進
也

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
南
１
丁
目
５

　
　
　
　
　

番
１
号

生
年
月
日　

昭
和
31
年
７
月
２
日

収
集
ご
み
組
成
調
査
の
内
容
は
？

家
庭
ご
み
が
、
ど
れ
だ
け
資
源
化

さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
て
い
る
か
を

把
握
す
る
た
め
、
新
興
住
宅
地
１
ケ
所
、

旧
集
落
地
区
１
ケ
所
か
ら
収
集
し
た
そ

れ
ぞ
れ
80
袋
の
ご
み
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

２
地
区
と
も
同
じ
傾
向
で
あ
り
、
こ

の
調
査
結
果
か
ら
町
全
体
を
推
定
す
る

と
古
紙
類
13
・
４
％
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
９
％
、
厨
芥
類
（
生
ご
み
）
27
・
５
％
、

手
付
か
ず
の
食
品
10
・
３
％
等
の
割
合

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
古
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
排
出
者
に
資
源
化
対
象
物
で
あ
る
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

和
解
の
内
容
に
つ
い
て

Q

Q

Q 

＆ 

A

Q 
＆ 

A

認
定
第
１
号

平
成
27
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
、
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
原
案
認
定
）

議
案
第
52
号

議
案
第
56
号

三
郷
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

　

Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
の

３
階
を
改
修
し
、
奈
良
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
35
を
設
置
し
、
施
設
専
用
の
駐

車
場
を
駅
前
に
併
設
す
る
こ
と
か
ら
、

本
施
設
の
運
営
管
理
、
使
用
許
可
、
使

用
料
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
は
、
本
年
12
月
１
日
か
ら
施

行
し
、
本
年
度
中
に
限
り
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
等
の
使
用
料
等
を
無
料
と
し
ま

す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は
…

　

企
業
の
本
拠
以
外
の
場
所
に
設
け
た

オ
フ
ィ
ス
を
言
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
場
所
、
時
間
に
捉
わ
れ
な
い
働
き
方

に
よ
っ
て
、結
婚
、出
産
、介
護
等
に
よ
っ

て
職
場
離
脱
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

大
都
市
圏
の
中
高
齢
社
員
の
移
住
促
進

に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

A

火
災
が
起
き
て
も
放
送
が
な
い
た

め
近
所
の
住
民
は
状
況
が
わ
か
ら

な
い
。
今
後
、
家
屋
火
災
だ
け
で
も
放

送
し
て
も
ら
え
な
い
か
？

消
防
広
域
化
に
よ
り
火
災
の
連
絡

は
、
各
消
防
団
員
の
携
帯
電
話
等

に
直
接
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
付
近
の
町
民
の
方
は
、

何
が
起
き
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
不
安
を

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
放

送
す
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

Q 

＆ 

A

A
本
町
が
損
失
補
償
を
し
て
い
る

勢
野
北
部
土
地
区
画
整
理
組

合
の
債
務
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
南

都
銀
行
に
15
億
４
１
２
９
万
１
８
１

円
を
、
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
に

２
億
５
４
３
６
万
６
０
９
４
円
を
３
回

に
分
割
（
１
回
目
、
和
解
成
立
後
１
ケ

月
以
内
、
２
回
目
、
平
成
29
年
５
月
31

日
ま
で
、
３
回
目
、
平
成
29
年
12
月
30

日
ま
で
）
し
て
支
払
う
等
の
条
件
で
和

解
す
る
も
の
で
す
。

A付
託
案
件
以
外
の
質
疑



常
任
委
員
会
の
主
な
報
告 可決された意見書

発議第 4号

子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整
措置の廃止を求める意見書

厚生労働省は、現物給付方式による子どもの医療費助成を
おこなう自治体への罰則（国民健康保険に対する国庫負担の
減額調整措置）の廃止を求める世論や全国知事会の要請など
に押されて検討会を設置しました。そして、塩崎厚生労働大
臣は今年２月、３月の国会答弁で「今年度をめどに一定のと
りまとめができるようにする」と表明しました。しかし、３
月２８日の検討会の「とりまとめ」では、「早急に見直すべき
との意見が大勢を占めた」とされたものの、明確な廃止の方
向は示しませんでした。そして、６月２日に策定された「ニッ
ポン一億総活躍プラン」では、減額調整措置について「年末
までに結論を得る」と、来年度予算編成ぎりぎりまで結論を
先送りしてしまいました。
現在、全国すべての都道府県は、少子化対策として子育て
世代の負担軽減を図り、子どもの疾病の早期診断、治療を目
的に、地方単独の医療費助成を実施しています。また、国も
少子化に伴う人口減少問題に全力で取り組むとしています。
かかるときに、国が罰則としてこうした減額調整措置を行
なっていることは、地方自治体による少子化対策に逆行する
ものといわざるを得ません。
よって、国においては、すべての子どもを対象とする国に
よる医療費助成が制度化されるまでの間、地方自治体が行な
う子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調
整措置を直ちに廃止するよう強く要望するものです。
以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出
します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１６年９月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県三郷町議会

提出先
　厚生労働大臣、財務大臣、内閣総理大臣
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三郷議会だより　第219号

文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会

▶開会日
　平成28年9月7日（水）
　　　午前9時30分～

肺
炎
は
、
高
齢
者
の
死
亡
原
因
で

上
位
で
あ
る
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
率
が
４・
２
％
と

低
い
が
、
町
の
見
解
は
？

町
の
医
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
接
種
勧
奨
を
行
っ
て
お
り
、
25

年
度
１
８
６
名
、
26
年
度
２
７
１
名
、

27
年
度
２
２
３
名
の
方
が
接
種
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

接
種
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き

勧
奨
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

認
定
第
1
号

平
成
27
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
、
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
原
案
認
定
）

Q

27
年
度
の
予
算
時
期
に
、
小
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
要
望
し
た
が

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
年
実
施
し
た

子
ど
も
議
会
の
中
で
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
設
置
時
期

は
？

中
学
校
の
仮
設
校
舎
に
は
、
全
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

そ
の
運
用
等
を
考
え
な
が
ら
、
31
年
度

の
中
学
校
本
体
工
事
の
完
成
時
期
と
あ

わ
せ
て
各
小
学
校
の
教
室
に
も
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

Q 

＆ 

A

Q 

＆ 

A

A

A

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
申
請
が
あ
っ
た

事
業
所
は
？

町
内
の
事
業
所
に
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、

シ
オ
ン
の
郷
、
は
あ
と
の
杜
、
小
規
模

多
機
能
型
介
護
で
は
、
あ
ゆ
み
の
荘
、

萌
の
里
の
４
事
業
所
か
ら
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。

Q

Q 

＆ 

A

A

議
案
第
45
号

平
成
28
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

　

介
護
事
業
者
が
、
国
の
地
域
介
護
・

福
祉
空
間
整
備
推
進
事
業
に
基
づ
い
て

導
入
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
経
費
を
補

助
す
る
た
め
３
５
１
万
９
０
０
０
円
予

算
計
上
し
ま
す
。
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三郷議会だより　第219号

平成２８年第３回（９月）三郷町議会定例会
９月６日（火）～９月１６日（金）

	 議　　　　　　案	 審議結果	 付託委員会
同意第 1 号	 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
諮問第 3 号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて	 全 会 一 致 適 任	 総務建設常任委員会
承認第 9 号	 平成28年度三郷町一般会計補正予算(第2号)の専決処分について	 全会一致原案承認	 総務建設常任委員会
認定第 1 号	 平成27年度三郷町一般会計、特別会計歳入歳出決算の認定について	 賛成多数原案認定	 全 　 委 　 員 　 会
認定第 2 号	 平成27年度三郷町水道事業会計決算の認定について	 全会一致原案認定	 上下水道特別委員会

議案第45号	 平成28年度三郷町一般会計補正予算（第3号）	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 	 ※退席議員を除く	 文教厚生常任委員会
議案第46号	 平成28年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第47号	 平成28年度三郷町下水道事業特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第48号	 平成28年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第49号	 平成28年度三郷町介護保険特別会計補正予算（第2号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第50号	 平成28年度三郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第51号	 平成28年度三郷町勢野北部用地整理事業特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第52号	 三郷町サテライトオフィス条例の制定について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第53号	 三郷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関	
	 する条例の一部改正について	
議案第54号	 西和衛生試験センター組合の解散について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第55号	 西和衛生試験センター組合の解散に伴う財産処分について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第56号	 訴訟上の和解について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 	 ※退席議員を除く	

報告第 4 号	 平成27年度三郷町の財政の健全化判断比率等について	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会
	 	 	 上下水道特別委員会
報告第 5 号	 平成27年度三郷町水道事業会計に係る資金不足比率について	 報　告　受　理	 上下水道特別委員会
報告第 6 号	 三郷町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検	 報　告　受　理	 文教厚生常任委員会
	 及び評価の結果について	
報告第 7 号	 公益財団法人三郷町文化振興財団の経営状況について	 報　告　受　理	 文教厚生常任委員会
報告第 8 号	 平成27年度ふるさと寄附金について	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会
発議第 4 号	 子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
	 廃止を求める意見書	

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
で
、

８
月
子
ど
も
議
会
（
子
ど
も
議
会
記

念
号
）
が
開
か
れ
、
議
場
で
小
学
両

校
の
児
童
が
立
派
に
意
見
を
述
べ
た
。

　

今
年
、
参
議
院
選
挙
で
18
歳
か
ら

選
挙
権
を
得
た
。
多
く
の
若
い
人
た

ち
に
議
会
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

本
議
会
で
、
提
案
さ
れ
た
勢
野
北

部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
損
失
補
償

を
18
億
円
で
、
南
都
銀
行
、
Ｊ
Ａ
奈

良
県
に
28
、
29
年
度
の
２
ケ
年
で
返

済
す
る
こ
と
で
和
解
が
成
立
。
議
員

と
し
て
、
議
会
と
し
て
も
、
苦
渋
の

決
断
だ
っ
た
。
一
人
の
退
席
の
中
、

全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ
れ
た
。

○深

｛

｛

6
日	

第
３
回
定
例
会
本
会
議

7
日	

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

9
日	

上
下
水
道
特
別
委
員
会

13
日	

総
務
建
設
常
任
委
員
会

16
日	

全
員
協
議
会
・
本
会
議

21
日	

例
月
現
金
出
納
検
査

29
日	

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

議
長
会

3
日
〜
4
日

　
　

	

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

議
長
会
視
察
研
修

12
日	

財
政
援
助
団
体
等
の
監
査

（
三
郷
町
体
育
協
会
）

19
日	

例
月
現
金
出
納
検
査

28
日	

生
駒
郡
町
村
議
会
議
員

　
　
　

研
修
会

９ 

月
10 

月

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

　本会議・委員会開会当日、事務局にて住
所・氏名等を記入するだけで簡単に傍聴で
きますので、お気軽にお越しください。
　傍聴・日程等の詳細は、議会事務局まで
お問い合わせください。

　直通 ４３−７３７１

本会議・委員会を
　　　傍聴しませんか
本会議・委員会を
　　　傍聴しませんか
本会議・委員会を
　　　傍聴しませんか
本会議・委員会を
　　　傍聴しませんか


